
喜びの声
【
発
明
大
賞
本
賞
】

ア
ル
ケ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
発
部
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
　
　
　
　
松
本
義
和
氏

　
当
社
の
創
業
者
が
日
本
で
初
め
て
石
膏
に
よ

る
ギ
プ
ス
包
帯
の
開
発
に
成
功
し
て
か
ら

年
。
今
回
の
光
硬
化
型
整
形
外
科
用
固
定
材
は

そ
れ
か
ら
数
え
て
第
４
世
代
に
な
る
。
石
膏
ギ

プ
ス
で
は
水
を
使
う
の
が
当
た
り
前
で
、
汚
れ

る
し
患
者
さ
ん
も
不
快
に
思
っ
て
い
た
。
そ
れ

に
対
し
「
オ
プ
テ
ィ
キ
ュ
ア
ス
プ
リ
ン
ト
」

は
、
安
心
・
簡
便
な
固
定
が
行
え
、
処
置
時
間

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
上
、
フ
ィ
ッ
ト
性
も

高
い
。
国
内
外
で
特
許
を
出
し
て
お
り
、
海
外

で
の
早
期
事
業
化
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

【
発
明
大
賞
東
京
都
知
事
賞
】

石
井
電
気
シ
ス
テ
ム
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
代
表
　
石
井
隆
夫
氏

　
も
と
も
と
は
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

高
圧
受
電
設

備

の
点
検
マ
ン
。
１
９
９
７
年
の
地
球
温
暖

化
防
止
京
都
会
議
の
時
、
中
小
零
細
企
業
は
あ

ま
り
省
エ
ネ
を
し
て
な
い
し
、
何
か
役
に
立
て

な
い
か
な
あ
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
使

用
電
力
が
契
約
を
超
え
な
い
よ
う
負
荷
を
制
御

す
る
デ
マ
ン
ド
制
御
装
置
を
開
発
し
た
。
「
日

本
で
一
番
安
い
デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
」

を
う
た
い
文
句
に
ネ
ッ
ト
販
売
し
、
節
電
需
要

で
売
れ
て
き
て
い
る
。
家
庭
向
け
も
視
野
に
入

れ
引
き
続
き
安
い
製
品
を
提
供
し
て
い
き
た

い
。

発明大賞本賞
▽
光
硬
化
型
整
形
外
科
用
固
定
材

　
ア
ル
ケ
ア

　
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー松

本
義
和
氏

　
骨
折
や
捻
挫
な
ど
の
治
療
の
際

に
患
部
を
安
定
に
す
る
た
め
の
固

定
材
で
、
可
視
光
を
当
て
る
だ
け

で
数
十
秒
で
固
化
す
る
。
従
来
は

水
硬
化
材
や
熱
可
塑
性
樹
脂
を
使

っ
て
お
り
、
水
や
お
湯
を
使
っ
て

固
化
さ
せ
る
方
法
が
ほ
と
ん
ど
だ

っ
た
。
材
料
の
ベ
ー
ス
と
な
る
樹

脂
の
構
成
単
位
を
独
自
に
分
子
設

計
し
、
構
成
単
位
を
反
応
さ
せ
て

樹
脂
を
合
成
す
る
際
の
材
料
を
適

切
に
選
ん
だ
こ
と
で
実
現
し
た
。

日
光
や
屋
内
灯
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

光
源
で
固
化
で
き
、
水
を
使
い
た

く
な
い
場
面
や
災
害
時
に
も
利
用

で
き
る
。
光
を
当
て
る
ま
で
固
化

し
な
い
た
め
、
時
間
を
か
け
て
確

実
な
成
形
作
業
が
で
き
る
。

　
商
品
名
「
オ
プ
テ
ィ
キ
ュ
ア
ス

プ
リ
ン
ト
」
は
２
０
１
０
年
に
発

売
し
て
か
ら
、
大
学
病
院
や
地
域

の
基
幹
病
院
、
診
療
所
へ
の
販
売

実
績
を
持
つ
。
今
後
、
高
齢
化
が

進
み
、
利
用
者
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
市
場
性
も

期
待
で
き
る
。

▽
デ
マ
ン
ド
制
御
シ
ス
テ
ム

発明大賞東京都知事賞
　
石
井
電
気
シ
ス
テ
ム

代
表
　
石
井
隆
夫
氏

　
契
約
電
力
の
算
定
基
準
と
な
る

分
間
の
電
力
使
用
の
目
標
を
設

定
し
、
電
力
使
用
が
そ
の
範
囲
に

収
ま
る
よ
う
に
空
調
機
な
ど
を
制

御
す
る
技
術
。
契
約
電
力
は
契
約

上
一
度
に
使
用
で
き
る
最
大
電
力

の
こ
と
で
、
契
約
電
力
と
使
用
電

力
を
抑
え
る
こ
と
が
、
家
庭
や
企

業
の
電
力
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
る

た
め
の
有
効
な
手
段
と
な
る
。
こ

の
手
段
を
実
現
す
る
た
め
の
空
調

機
用
の
デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
を
開
発
。

　

分
間
を
い
く
つ
か
の
時
間
帯

に
等
間
隔
に
分
割
し
て
制
御
す
る

た
め
、
空
調
機
を
連
続
し
て
長
時

間
停
止
さ
せ
な
い
「
時
分
割
式
デ

マ
ン
ド
制
御
」
の
手
法
が
発
明
の

特
徴
。
空
調
環
境
の
悪
化
や
空
調

機
劣
化
の
原
因
と
な
る
煩
雑
な
オ

ン
オ
フ
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
。

発明功労賞
▽
小
落
差
水
力
発
電
機

装
置

▽
削
り
出
し
エ
ル
ボ
の

製
造
方
法

　
シ
ー
ベ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル

社
長
　
海
野
裕
二
氏

　
水
の
流
れ
の
落
差
を
必
要
と
せ

ず
、
比
較
的
小
さ
な
水
流
で
効
率

的
に
水
力
発
電
を
行
う
装
置
。
農

業
用
水
路
や
自
然
河
川
な
ど
従
来

の
水
力
発
電
で
は
対
象
と
さ
れ
な

か
っ
た
場
所
で
発
電
で
き
る
。
開

口
端
の
面
積
を
下
流
側
に
向
け
て

徐
々
に
減
少
さ
せ
て
、
水
流
を
増

幅
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
の

最
適
化
を
図
っ
て
い
る
。
２
０
１

０
年
度
に
は
地
方
自
治
体
や
国
土

交
通
省
な
ど

基
の
導
入
実
績
を

持
ち
、
実
用
性
も
認
め
ら
れ
る
。

　
野
田
金
型

社
長
　
堀
口
展
男
氏

　
Ｌ
字
の
パ
イ
プ
部
「
エ
ル
ボ
」

を
切
削
加
工
に
よ
り
金
属
素
材
の

塊
か
ら
削
り
出
し
て
製
造
す
る
技

術
。
こ
の
方
法
に
よ
り
、
耐
久
性

と
流
動
効
率
の
高
い
エ
ル
ボ
を
製

作
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
依
頼
先

が
求
め
る
特
殊
な
エ
ル
ボ
の
製
作

も
可
能
に
な
っ
た
。
同
製
品
は
発

電
所
へ
の
納
入
実
績
が
あ
り
、
ジ

ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
向
け
の
引
き
合

い
を
受
け
る
な
ど
特
殊
用
途
分
野

で
実
効
性
の
高
さ
が
認
め
ら
れ

る
。

▽
超
微
細
気
泡
発
生
装
置

▽
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
表
面
保
護
ガ

ラ
ス
の
貼
着
け
方
法

発明奨励賞
　
共
同
技
研
化
学社

長
　
濱
野
尚
吉
氏

　
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
な
ど
に
使
わ
れ
る

高
い
透
過
性
を
持
つ
粘
性
フ
ィ
ル
ム

を
含
む
表
示
装
置
の
保
護
シ
ー
ト
。

　
衝
撃
吸
収
性
を
持
ち
、
光
の
屈
折

率
１
・
３
―
１
・

の
範
囲
で
光
透

過
率
８
割
以
上
と
透
明
性
が
高
い
。

　
接
着
層
の
被
着
面
に
応
力
緩
和
層

と
親
水
性
の
液
状
層
を
形
成
し
て
粘

着
す
る
こ
と
で
張
り
直
し
が
で
き
る

ほ
か
、
気
泡
が
入
ら
な
い
こ
と
も
特

徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
安
斉
管
鉄

取
締
役
事
業
部
長
　
安
斎
聡
氏

　
空
気
な
ど
の
気
体
を
微
細
な
穴
が

空
い
て
い
る
高
密
度
複
合
体
を
通
し

て
水
な
ど
の
液
体
に
送
り
込
み
、
微

細
な
気
泡
を
発
生
さ
せ
る
装
置
。
数

十

以
下
の
微
細
気
泡
は
液
体
と

接
触
す
る
面
積
が
大
き
い
た
め
、
効

率
的
に
酸
素
な
ど
の
気
体
を
液
体
に

溶
け
込
ま
せ
る
こ
と
が
可
能
。
酸
素

の
少
な
い
海
域
な
ど
の
水
質
浄
化
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
気
泡
発

生
部
に
液
体
を
吹
き
付
け
る
な
ど
の

新
規
性
が
評
価
さ
れ
た
。

考案功労賞
▽
段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト
集

積
排
出
装
置

▽
ク
ラ
ン
プ
式
電
源
ケ

ー
ブ
ル
接
続
装
置

▽
入
れ
替
え
ユ
ニ
ッ
ト

の
自
動
制
御
機
構
が
付

い
た
輪
転
機

　
ミ
ヤ
コ
シ

社
長
　
宮
腰
巌
氏

　
位
置
決
め
、
速
度
制
御
が
自
動

で
で
き
る
輪
転
機
。
輪
転
機
本
体

に
駆
動
歯
車
が
付
い
た
サ
ー
ボ
モ

ー
タ
ー
を
設
け
、
入
れ
替
え
ユ
ニ

ッ
ト
の
従
動
歯
車
と
組
み
合
わ
せ

て
セ
ッ
ト
し
、
入
れ
替
え
ユ
ニ
ッ

ト
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー

Ｐ
Ｌ
Ｃ

の
固
有
情
報

と
、
輪
転
機
の
固
定
ユ
ニ
ッ
ト
か

ら
の
信
号
に
基
づ
き
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
ー
を
制
御
す
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｗ
Ａ社

長
　
磯
輪
英
之
氏

　
折
り
畳
ま
れ
た
段
ボ
ー
ル
の
シ

ー
ト
を
集
め
て
、
設
定
枚
数
の
シ

ー
ト
群
に
区
分
け
し
て
排
出
す
る

技
術
。
従
来
の
集
積
排
出
装
置
で

は
複
数
の
レ
ッ
ジ
で
設
定
枚
数
に

区
分
け
し
て
い
た
が
、
連
続
し
て

区
分
け
す
る
際
の
レ
ッ
ジ
の
制
御

が
難
し
か
っ
た
。
本
発
明
は
一
つ

の
レ
ッ
ジ
で
複
数
の
積
層
台
を
回

転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
区
分
け

す
る
方
法
で
簡
素
化
を
実
現
。

　
木
村
電
気
工
業

技
術
部
部
長
　
佐
藤
吉
胤
氏

　
太
陽
光
発
電
に
使
用
す
る
電
源

ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
コ
ネ
ク
タ
ー
に

関
す
る
技
術
。
コ
ネ
ク
タ
ー
の
ホ

ル
ダ
ー
を
締
め
付
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ケ
ー
ブ
ル
導
体
の
ク
ラ
ン

プ
と
同
時
に
コ
ネ
ク
タ
ー
内
部
の

ガ
ス
ケ
ッ
ト
に
圧
力
が
加
わ
り
、

ケ
ー
ブ
ル
挿
入
部
品
を
密
閉
す
る

構
造
で
、
防
水
性
も
兼
ね
て
い

る
。
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
に
必
要
な

ハ
ン
ダ
付
け
が
不
要
。

危
う
し
日
本
の
お
家
芸
�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

海
外
製
チ
ッ
プ
、
採
用
拡
大
低価格品で攻勢

次世代照明として期待されるＬＥＤだが、
チップも製品も主役は海外勢かもしれない

　
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ

Ｄ

チ
ッ
プ
市
場
で
海
外
勢

が
台
頭
し
て
い
る
。
韓
国
や

台
湾
の
チ
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
が

低
価
格
品
で
攻
勢
を
か
け
、

世
界
シ
ェ
ア
首
位
の
日
亜
化

学
工
業
を
猛
追
し
て
い
る
。

価
格
の
安
い
照
明
製
品
が
シ

ェ
ア
を
伸
ば
す
の
に
合
わ
せ

て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
チ
ッ
プ
も
安
い

海
外
製
品
が
採
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
チ
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
の
勢
力
図
に
影
響

を
与
え
始
め
て
い
る
。

　
調
査
会
社
テ
ク
ノ
・
シ
ス

テ
ム
・
リ
サ
ー
チ

東
京
都

千
代
田
区

に
よ
る
と
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
チ
ッ
プ
の
２
０
１
１
年

末
の
月
産
能
力
は
、
日
亜
化

学
が
約

億
チ
ッ
プ
以
上
と

い
う
。
韓
国
の
サ
ム
ス
ン
製

は
そ
の
半
分
程
度
、
台
湾
の

エ
ピ
ス
タ
ー
は

億
チ
ッ
プ

程
度
の
能
力
と
見
ら
れ
て
い

る
。
先
進
国
向
け
に
液
晶
テ

レ
ビ
需
要
が
落
ち
込
む
中

で
、
後
発
メ
ー
カ
ー
ほ
ど
液

晶
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
用
途
で
は

な
く
、
照
明
用
途
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ

分
野
に
参
入
し
て
い
る

業

界
関
係
者
と
い
わ
れ
る
。

　
韓
国
の
ソ
ウ
ル
半
導
体
日

本
法
人
の
堤
伸
行
社
長
は
、

照
明
メ
ー
カ
ー
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

調
達
で
「
組
み
立
て
メ
ー
カ

ー
が
一
社
に
調
達
を
集
中
す

る
リ
ス
ク
を
感
じ
て
い
る
。

コ
ス
ト
面
な
ど
か
ら
我
々
が

調
達
先
の
候
補
に
あ
が
る
は

ず
」
と
期
待
す
る
。
同
社
は

日
本
国
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
チ
ッ
プ

シ
ェ
ア
で

年
に

％

年
は
約
４
％

の
目
標
を
掲

げ
る
。

　
低
価
格
の
チ
ッ
プ
を
搭
載

し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
も
、
性
能

面
で
差
が
縮
ま
っ
て
い
る
。

新
規
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
市
場
に

参
入
す
る
メ
ー
カ
ー
ほ
ど
、

大
量
の
チ
ッ
プ
を
安
価
に
仕

入
れ
る
。
「
家
庭
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
は
値
崩
れ
が
激
し
く
、

新
興
メ
ー
カ
ー
が
ど

ん
ど
ん
業
務
用
照
明

に
流
れ
て
く
る
」

と
、
岩
崎
電
気
の
木

田
喜
正
取
締
役
は
危

機
感
を
強
め
る
。
特

に
成
長
が
期
待
さ
れ

て
い
る
事
務
所
向
け

の
直
管
形
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

ン
プ
は
、
５
０
０
０

円
前
後
で
売
り
出
す

メ
ー
カ
ー
も
現
れ

た
。
電
気
代
を
考
慮

し
て
単
純
計
算
す
る

と
４
―
５
年
も
す
れ

ば
元
が
と
れ
る
。

　
韓
国
メ
ー
カ
ー
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
販
売
す
る

大
塚
商
会
は
、
こ
れ

ま
で
２
万
６
０
０
円

と
し
て
い
た

形
直
管
形
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
の
本
体
価
格
を

％
減
の
６
６
０
０
円
に
設

定
。
オ
プ
シ
ョ
ン
の
取
り
付

け
作
業
費
は
１
３
８
０
円

で
、
こ
れ
ら
を
合
計
し
て
も

大
手
照
明
メ
ー
カ
ー
の
半
額

以
下
の
価
格
設
定
に
な
る
。

低
価
格
と
い
え
ど
も

チ
ッ

プ
は
日
本
製
を
採
用
」

大

塚
商
会
と
し
て
い
る
。

　
国
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
メ
ー
カ
ー

と
海
外
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
メ
ー
カ
ー

を
比
べ
る
と
、
海
外
勢
の
価

格
競
争
力
が
強
い
。
し
か
も

海
外
勢
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
チ
ッ
プ
の

性
能
面
で
も
国
内
勢
に
追
い

つ
き
そ
う
。
こ
の
状
況
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
。
国
内

市
場
を
分
け
あ
っ
て
生
き
て

き
た
日
本
の
大
手
照
明
メ
ー

カ
ー
に
と
っ
て
も
正
念
場

だ
。

浅
海
宏
規

部品内蔵基板を増産
太
陽
誘
電
、
月
５
０
０
万
個
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
加
速
電
子
機
器
多
機
能
化

　
太
陽
誘
電
や
村
田
製
作
所
な
ど
の
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
が
部
品
内
蔵
基
板
を
増
産
す
る
。
太
陽
誘
電
は
月

５
０
０
万
個
の
生
産
体
制
を
構
築
し
た
。
村
田
製
作
所
は
現
状
の

倍
以
上
と
な
る
月
５
０
０
万
個
に
生
産

量
を
拡
大
す
る
。
Ｔ
Ｄ
Ｋ
も
増
産
し
て
２
０
１
３
年
に
売
上
高
１
０
０
億
円
を
目
指
す
。
日
本
の
電
子
部
品

は
海
外
勢
の
低
価
格
戦
略
に
さ
ら
さ
れ
、
部
品
単
体
で
は
採
算
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
複
数
部
品
を
一
つ

に
ま
と
め
る
こ
と
で
実
装
面
積
を
減
ら
す
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
を
進
め
て
反
転
攻
勢
を
図
る
。

電子部品各社

高
精
細
・
高
速
印
刷
を
実
現
京
セ
ラ
が
量
産
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド

小池さん

シ
ャ
ー
プ
、
中
国
で
増
産
江
蘇
省
に
新
工
場
複
写
機
年
万
台
体
制

福
井
に
技
術
開
発
拠
点
空
調
機
器
用
に
特
化
中
・
小
型
モ
ー
タ
ー
日
本
電
産

産
業
用
リ
チ
ウ
ム
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
量
産
機
関
車
で
初
採
用
Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ

　　 ２０１２年 平成２４年 ３月２７日 火曜日 　　 （ ）

▲ヒ
化
ガ
リ
ウ
ム
半
導

体
を
内
蔵
し
た
太
陽

誘
電
の
部
品
内
蔵
基

板
「
イ
オ
ミ
ン
」

今
年
は
普
及
元
年

　
▽

「
今

年
は
普
及
元

年
に
な
る
」

と
Ｓ
Ｓ
Ｄ

ソ
リ
ッ
ド

・
ス
テ
ー
ト
・
ド
ラ
イ
ブ

と
呼
ば
れ
る
半
導
体
記
憶
装

置
の
需
要
を
占
う
の
は
サ
ン

デ
ィ
ス
ク
日
本
法
人
社
長
の

小
池
淳
義
さ
ん
。

　
▽

価
格
が
ネ
ッ
ク
と
さ

れ
て
き
た
も
の
の
、
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
駆
動
装
置

Ｈ
Ｄ

Ｄ

と
の
価
格
差
は
、
３
年

前
の

倍
か
ら
足
元
で
は

倍
を
切
る
程
度
ま
で
縮
小
。

し
か
し
「
そ
れ
以
上
に
読
み

込
み
の
速
さ
が
認
め
ら
れ
て

き
た
」
と
強
調
す
る
。

　
▽

２
０
１
４
年
に
は
売

上
高
の

％
ま
で
成
長
す
る

も
よ
う
。
「
こ
れ
ま
で
は
Ｈ

Ｄ
Ｄ
の
置
き
換
え
品
だ
っ
た

が
、
最
初
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に

組
み
込
む
装
置
と
し
て
売
れ

始
め
て
い
る
」
と
好
調
さ
を

実
感
し
て
い
る
様
子
。

　
太
陽
誘
電
は
部
品
内
蔵
基

板
の
量
産
体
制
を
確
立
し
、

本
格
参
入
し
た
。
配
線
板
コ

ア
に
銅
を
採
用
し
て
ノ
イ
ズ

耐
性
を
高
め
た
ほ
か
、
銅
の

高
い
熱
伝
導
率
を
利
用
し
て

良
好
な
放
熱
性
を
実

現
し
た
。
内
蔵
部
品

は
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な

ど
の
受
動
部
品
か
ら

高
周
波
部
品
ま
で
幅

広
く
展
開
す
る
。
こ

れ
ら
の
部
品
を
自
前
で
生
産

で
き
る
強
み
を
生
か
し
、
携

帯
電
話
の
カ
メ
ラ
モ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
へ
売
り
込
み
を
か
け

る
。

　
村
田
製
作
所
は
第
１
弾
製

品
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能
携
帯
電
話

用
電

源
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
量
産
を
始

め
た
。

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
多
層
基
板
の
間

に
Ｉ
Ｃ
を
埋
め
込
む
技
術
を

実
用
化
し
た
。
海
外
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
メ
ー
カ
ー
向
け

に
部
品
内
蔵
基
板
を
用
い
た

小
型
電
源
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
量

産
を
始
め
、
す
で
に
複
数
の

メ
ー
カ
ー
に
納
入
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
内
蔵
基
板
と
と
も

に
受
動
部
品
を
表
面
実
装
し

た
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
提

供
。
今
後
は
受
動
部
品
を
内

蔵
す
る
基
板
を
開
発
し
て
い

く
。

　
部
品
内
蔵
基
板
は
表
面
に

実
装
し
て
い
た
Ｉ
Ｃ
や
コ
ン

デ
ン
サ
ー
な
ど
を
基
板
に
埋

め
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
基
板

面
積
を
削
減
す
る
技
術
。
表

面
実
装
に
比
べ
て
配
置
の
自

由
度
が
増
す
う
え
、
部
品
同

士
の
配
線
を
最
適
に
で
き
る

こ
と
か
ら
特
性
向
上
も
で
き

る
。
多
く
の
基
板
メ
ー
カ
ー

が
手
掛
け
て
い
る
が
、
高
価

な
加
工
コ
ス
ト
が
課
題
と
な

り
、
大
量
に
採
用
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
は
じ

め
と
す
る
電
子
機
器
の
多
機

能
化
で
、
部
品
の
搭
載
点
数

は
増
加
し
て
い
る
。
一
方

で
、
製
品
の
小
型
化
の
進
展

に
伴
っ
て
部
品
１
個
当
た
り

の
搭
載
面
積
も
縮
小
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
部
品
の
個

別
搭
載
で
は
な
く
、
あ
る
程

度
一
つ
に
ま
と
め
て
特
定
の

機
能
を
持
た
せ
る
モ
ジ
ュ
ー

ル
化
の
動
き
が
活
発
化
。
部

品
を
高
密
度
に
実
装
で
き
る

部
品
内
蔵
基
板
の
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
【
京
都
】
Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ
は

日
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
２
月
か

ら
東
京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

で
営
業
運
転
し
て
い
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
入
換
機
関
車
「
Ｈ

Ｄ
３
０
０
―
１
号
機
に
、産

業
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
「
Ｌ
Ｉ
Ｍ

Ｈ
―
８
Ａ

写
真
」
が
採

用
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
同

電
池
が
鉄
道
の
量
産
車
両
に

搭
載
さ
れ
る
の
は
初
め
て
。

採
用
を
弾
み
に
受
注
拡
大
を

狙
う
。
産
業
用
の
同
電
池
全

体
で
２
０
１
５
年
度
に
売
上

高
１
０
０
億
円

年
度
見

込
み
は
同

億
円

を
目
指

す
。

　
◆
８
カ
月
ぶ
り
プ
ラ
ス

　
日
本
電
機
工
業
会

Ｊ
Ｅ

Ｍ
Ａ

日
発
表
し
た
２
０

１
２
年
２
月
の
民
生
用
電
気

機
器
白
物
家
電
の
国
内
出

荷
額
は
、
前
年
同
月
比
３
・

７
％
増
の
１
５
７
３
億
円
と

８
カ
月
ぶ
り
に
前
年
を
上
回

っ
た
。
寒
波
に
よ
る
暖
房
需

要
の
高
ま
り
な
ど
を
受
け
、

エ
ア
コ
ン
の
出
荷
額
が
８
カ

月
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
。

ま
た
、
冷
蔵
庫
と
洗
濯
機
も

前
月
に
続
き
好
調
だ
っ
た
。

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
は
同
０
・

５
％
増
の
４
０
３
億
円
と
前

年
並
み
の
水
準
だ
っ
た
。

　
シ
ャ
ー
プ
は

日
、
中
国

工
場
の
複
写
機
や
複
合
機
の

生
産
能
力
を
現
状
比
約
１
・

６
倍
の
年

万
台
に
増
強
す

る
と
発
表
し
た
。
約

億
円

を
投
じ
て
江
蘇
省
に
新
工
場

を
建
設
。４
月
に
稼
働
す
る
。

中
国
で
の
カ
ラ
ー
機
の
需
要

増
加
に
対
応
。
欧
米
な
ど
他

地
域
に
も
製
品
を
供
給
す

る
。
複
写
機
な
ど
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
事
業
を
中
心
と
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事

業
の
中
国
売
上
高
を
早
期
に

約
４
０
０
億
円

２
０
１
２

年
３
月
期
見
込
み
比
で
２
・

５
倍

に
引
き
上
げ
る
。

　
新
工
場
は
江
蘇
省
常
熟
経

済
開
発
区
に
あ
る
生
産
会
社

「
夏
普
弁
公
設
備
」
の
敷
地

内
に
建
設
。
既
存
の
第
１
工

場
と
併
せ
て
年

万
台
の
生

産
能
力
に
す
る
。
新
工
場
は

主
に
カ
ラ
ー
機
や
カ
ラ
ー
ト

ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
生
産

す
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
第
１
工
場

の
カ
ラ
ー
機
の
生
産
ラ
イ
ン

を
新
工
場
に
移
管
。
第
１
工

場
は
モ
ノ
ク
ロ
機
の
ほ
か
、

大
型
液
晶
パ
ネ
ル
を
使
っ
た

タ
ッ
チ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
「
ビ

ッ
グ
パ
ッ
ド
の
生
産
組
み

立
て
ラ
イ
ン
を
拡
充
す
る
。

　
【
京
都
】
京
セ
ラ
は

日
、
商
業
用
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
印
刷
機
で
高
精
細
・
高
速

印
刷
を
可
能
に
す
る
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド

２
種

写
真

を
４
月
に
量

産
す
る
と
発
表
し
た
。
水
系

イ
ン
ク
、
紫
外
線

Ｕ
Ｖ

イ
ン
ク
用
が
あ
り
、
水
系
イ

ン
ク
用
で
毎
秒
１
億
滴
の
イ

ン
ク
を
吐
出
す
る
。
同
社
従

来
品
と
比
べ
約
１
・
３
倍
速

い
。

　
両
イ
ン
ク
タ
イ
プ
と
も
印

刷
幅
４
・

、
解
像
度
は

１

当
た
り
６
０
０
×
６
０

０

。
価
格
は
個
別
対
応
で

異
な
る
。
合
計
で
月
１
０
０

０
本
を
生
産
す
る
。

　
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
に
２
６

５
６
個
の
イ
ン
ク
ノ
ズ
ル
が

あ
る
。
圧
電
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

技
術
を
応
用
し
た
ほ
か
、
イ

ン
ク
の
流
路
構
造
や
ノ
ズ
ル

形
状
の
精
度
を
高
め
、
高
精

細
、
高
速
度
印
刷
に
対
応
す

る
よ
う
に
し
た
。
Ｕ
Ｖ
イ
ン

ク
用
は
毎
秒
約
８
０
０
０
滴

の
イ
ン
ク
を
吐
出
す
る
。

　
【
京
都
】
日
本
電
産
は

日
、
産
業
用
モ
ー
タ
ー
子
会

社
の
日
本
電
産
テ
ク
ノ
モ
ー

タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

京

都
市
南
区

が
福
井
県
小
浜

市
に
「
福
井
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー

完
成
予
想
図
」
を
建

設
す
る
と
発
表
し
た
。
第
１

期
投
資
額
は
約

億
円
。
空

調
機
器
用
中
・
小
型
モ
ー
タ

ー
に
特
化
し
、
新
興
国
を
は

じ
め
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
市

場
向
け
の
先
端
技
術
開
発
に

取
り
組
む
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
３
期
に
分

け
建
設
す
る
。
第
１
期
は
約

４
万
５
０
０
０
平
方

の
敷

地
に
研
究
棟
と
実
験
棟

延

べ
床
面
積
約
６
６
０
０
平
方

を
８
月
に
着
工
し
２
０

１
３
年
３
月
に
完
成
予
定
。

近
隣
の
小
浜
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
か
ら
約
２
５
０
人
を
移

し
て
稼
働
し
、
毎
年

―

人
を
増
員
し

年
に
約
５
０

０
人
、
第
３
期
で
１
０
０
０

人
体
制
を
目
指
す
。

　
同
社
の
空
調
機
器
用
モ
ー

タ
ー
の
海
外
シ
ェ
ア
は
約

％
。
会
見
し
た
永
守
重
信
社

長
は
「

年
ま
で
に
は

％

に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。


